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寄生虫の感染時に於ける宿主一寄生虫の相互作用の理解は､寄生虫症の病理の解明に必

須である｡このテーマに関しては従来､免疫学的な立場から盛んに研究されて来たが､本

研究では感染細胞が受ける基本的な影響について注目した｡すなわち､感染細胞が､その

分化という基本的な状態に変化を起こす事例である｡

旋毛虫は宿主筋肉に侵入後､この筋肉細胞を殺す事なく､生きたまま自分の寄生に都合

の良い状態くナース細胞と呼ばれる)に変異させて､自分の寄生の続行を可能にする｡

ナース細胞は形態的にも機能的にも筋肉細胞とはまったく異なる｡筋肉のように分化し

きった細胞を他の細胞に再度分化させる事は､高等動物に於いては極めて困難のはずであ

るが､旋毛虫は見事に筋肉細胞の脱分化と再分化を促す｡これは感染を機会に起こってい

るが､旋毛虫が分泌する物質を筋肉に投与する事によっても類似の現象が見られる｡

研究の目的は二つある｡

1)筋肉細胞の脱分化･再分化の惹起を担う外分泌物賞(parakino)を旋毛虫から同定･

分離する｡

2)旋毛虫感染をうけた筋肉細胞を､分化した細胞の再分化現象を研究するユニークかつ

絶好のモデルとして確立する｡このモデルを形態的､生化学的､遺伝子工学的手法で提え､

脱分化･再分化の過程を明かにする｡

細胞分化の制御は､ヒトをはじめとする多細胞生物の根源的問題である｡先天奇形､癌､

変性疾患等､人類を苦しめる疾病の多くは細胞分化の異軌こ起因し､分化制御の機序の解

明にあらたなる研究の進展が求められている｡

¢DNAライブラリーの完成
旋毛虫には5種が知られているが代表的なr叩′rさ′′き とr

pβ紺ゐ邸イ′身柄の筋肉
幼虫からPharmaciaのmRNAPurificationKitを用いてmRNAを抽出し,TimeSavercDNA



SynthesisKitによりcDNAを合成した｡CDNAはStratageneの入ZAPHベクターに組み

込みGigapack H Gotdによりinvitropackagingを行った結果,5×105pfu/〟gのcDNA

ライブラリーを得た｡その¢DNAライブラリーをr 甲/′き//き感染マウス血清でイムノス

クリーニングしたところ,反応する10クローンが得られた｡

塩基配列の相同性

代表的な3クローンについて部分的な塩基配列を決定した結果,約1.3Kbpのクローンは

De$POmmior等が発表したT:spira/ishypothetica10RF9･10mRNAに相当するものと判断

された｡約1.4Kbp(1.3Kbp)のクローンは各種のproteaseinhibitorと部分的に約60～

80%の相同性を示した｡1.5KbpのクローンについてはGenBankの検索では相同性を示す塩

基配列の報告はなかった｡

大腸菌でのペブタイドの合成

イムノスクリーニングで陽性のクローンのペブタイドを大腸菌で発現させ､旋毛虫の筋

肉幼虫が産生するペブタイドを遺伝子工学的に作成した｡このペブタイドに対する抗体を

作成し､蛍光抗体法でペブタイドの虫体内における局在を検索した結果､食道腺顆粒に対

応するものが多かった｡ウエスタンブロツチングでは､排泄抗原に一致するものが多く､

蛍光抗体法による所見と一致した｡

合成されたペブタイドの宿主免疫能への影響は､現在実験が進行中である｡
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